
日
本
大
学
付
属
高
等
学
校
第
二
十
七
回
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
紹
介 

 
 

日
本
大
学
の
二
十
四
校
あ
る
付
属
高
校
対
象
の
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
生
徒
の
作
品
を
一
部
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

日
大
の
付
属
高
校
は
、
北
は
札
幌
日
大
か
ら
、
南
は
長
崎
日
大
、
そ
し
て
宮
崎
日
大
ま
で
あ
り
、
約
三
万
人
の
高
校
生
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
そ
の
三
分
の
一
に
あ
た
る
一
万
余
り
に
の
ぼ
る
生
徒
か
ら
の
応
募
、
投
稿
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

◎ 

小
説
の
部 

 
 

 

 
 

 
 

特
選
一
点
、
入
選
五
点
、
佳
作
九
点
が
選
ば
れ
、
本
学
か
ら
は
入
選
に
二
点
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

小
説
は
、
作
品
が
長
い
の
で
、
選
者
の
佐
藤
洋
二
郎
先
生
（
作
家
、
日
大
芸
術
学
部
教
授
）
の
講
評
か
ら

抜
粋
致
し
ま
す
。
作
品
を
お
読
み
に
な
り
た
い
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
お
送
り
致
し
ま

す
。 

  
 

 

○
入
選 

 
 

 
 

沼
田
絵
里
香
（
特
別
進
学
科
１
年
：
日
大
中
卒
）

 

 
 

 
 

 
 

作
品
名

作
品
名

作
品
名

作
品
名 

 
 

 
 

 
 

 

「
イ
チ
ゴ
ロ
ー
ル
パ
ン
」

「
イ
チ
ゴ
ロ
ー
ル
パ
ン
」

「
イ
チ
ゴ
ロ
ー
ル
パ
ン
」

「
イ
チ
ゴ
ロ
ー
ル
パ
ン
」

    
 

 
 

 
  

《
講
評
か
ら
抜
粋
》

 
 

 
 

 
 

 
 

 

●
沼
田
絵
里
香
さ
ん
の
「
イ
チ
ゴ
ロ
ー
ル
パ
ン
」
は
、
海
外
勤
務
を
す
る
伯
父
を
心
配
し
て
、
家
族

が
広
島
ま
で
訪
ね
、
伯
父
の
ア
パ
ー
ト
で
一
夜
を
過
ご
す
と
い
う
話
し
だ
が
、
作
品
は
肉
親
の

情
に
溢
れ
、
な
お
か
つ
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
。
文
章
も
い
い
。
ど
ち
ら
が
特
選
か
と
迷
っ
た
が
、
伯

父
と
別
れ
た
後
に
テ
ー
マ
が
希
薄
に
な
り
、
次
席
と
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

○
入
選 

 
 

 
 

牟
田
美
乃
里
（
特
別
進
学
科
１
年
：
日
大
中
卒
）

 
 

 
 

 
 

 
 

作
品
名

作
品
名

作
品
名

作
品
名 

 
 

 
 

 
 

 

「
え
っ
こ
」

「
え
っ
こ
」

「
え
っ
こ
」

「
え
っ
こ
」

    
  

 
 

 
 

 

《
講
評
か
ら
抜
粋
》

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
牟
田
美
乃
里
さ
ん
の
「
え
っ
こ
」
は
、
祖
母
の
介
護
の
た
め
に
家
族
が
土
地
に
戻
り
、
主
人
公

が
同
級
生
た
ち
と
馴
染
め
ず
に
い
る
と
き
に
、
「
え
っ
こ
」
と
知
り
合
い
、
少
し
ず
つ
心
が
解
放

さ
れ
て
い
く
と
い
う
話
し
で
、
実
は
彼
女
は
、
幼
い
頃
に
亡
く
な
っ
た
祖
父
の
妹
だ
っ
た
と
い

う
小
説
だ
が
、
文
章
が
う
ま
い
。 

◎ 

俳
句
の
部 

 
 

 
 

○
佳
作 

 
 

 
 

今
村 

晃
子
（
総
合
進
学
科
３
年
：
住
吉
中
卒
）

 
  

 
 

 
 

 
 

 

綴
じ
て
い
く
今
ま
で
の
日
々
鰯
雲

綴
じ
て
い
く
今
ま
で
の
日
々
鰯
雲

綴
じ
て
い
く
今
ま
で
の
日
々
鰯
雲

綴
じ
て
い
く
今
ま
で
の
日
々
鰯
雲    

  
 

 
 

○
佳
作 

 
 

 
 

矢
津
田
梨
沙
（
英
語
進
学
科
３
年
：
加
納
中
卒
）

 
  

 
 

 
 

 
 

    

ラ
ン
ド
セ
ル
放
り
投
げ
だ
し
夏
祭
り

ラ
ン
ド
セ
ル
放
り
投
げ
だ
し
夏
祭
り

ラ
ン
ド
セ
ル
放
り
投
げ
だ
し
夏
祭
り

ラ
ン
ド
セ
ル
放
り
投
げ
だ
し
夏
祭
り    

 

◎ 

短
歌
の
部 

 
 

 
 

○
佳
作 

 
 

 
 

藤
谷 

恵
理
（
特
別
進
学
科
２
年
：
田
野
中
卒
）

 
  

 
 

 
 

 
 

 

太
陽
は
我
が
物
と
ば
か
り
に
幼
子
の
伸
ば
す
手
の
先
夏
風
の
吹
く

太
陽
は
我
が
物
と
ば
か
り
に
幼
子
の
伸
ば
す
手
の
先
夏
風
の
吹
く

太
陽
は
我
が
物
と
ば
か
り
に
幼
子
の
伸
ば
す
手
の
先
夏
風
の
吹
く

太
陽
は
我
が
物
と
ば
か
り
に
幼
子
の
伸
ば
す
手
の
先
夏
風
の
吹
く    



 
 

 
 

◎ 

詩
の
部 

 
 

 
 

○
佳
作 

 
 

 
 

中
嶋 

沙
織
（
特
別
進
学
科
１
年
：
三
股
中
卒
）

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

一
ピ
ー
ス
の
私 

  
 

 
 

 

あ
る
時
、
私
は
ジ
グ
ソ
ー
バ
ズ
ル
の
一
ピ
ー
ス
だ
っ
た 

 
 

 
 

 

私
は
友
達
探
し
の
旅
に
出
か
け
た 

 
 

 
 

 

左
、
右
、
左
、
右
、
左
、
右
、
左
、
右 

 
 

 
 

 

探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い 

 
 

 
 

 

上
、
下
、
上
、
下
、
上
、
下
、
上
、
下 

 
 

 
 

 

ふ
っ
と
腰
を
お
ろ
し
た
ら 

 
 

 
 

 

こ
そ
、
と
誰
か
が
や
っ
て
き
た 

 
 

 
 

 

私
は
手
を 

 
 

 
 

 

さ
し
の
べ
よ
う
と
し
た
け
れ
ど 

 
 

 
 

 

未
知
の
世
界
に
怖
れ
を
抱
き 

 
 

 
 

 

そ
の
手
を
固
く
に
ぎ
り
し
め
た 

 
 

 
 

 

あ
の
子
は
じ
っ
と
私
を
見
て
い
た 

  
 

 
 

 

私
の
手
は
固
く
に
ぎ
っ
た
ま
ま 

 
 

 
 

 

あ
の
子
も
私
を
じ
っ
と
見
て
い
る 

 
 

 
 

 

見
つ
め
ら
れ
る
と 

 
 

 
 

 

な
ぜ
か
私
の
手
は
ゆ
っ
く
り
と
ゆ
る
ん
だ 

  
 

 
 

 

私
は
一
歩
一
歩
地
面
を
踏
ん
だ 

 
 

 
 

 

あ
の
子
の
目
の
前
ま
で
い
く
と 

 
 

 
 

 

に
っ
こ
り
笑
い
か
け
て
き
た 

 
 

 
 

 

私
も
笑
い
か
け
た 

 
 

 
 

 

手
と
手
を
握
り 

 
 

 
 

 

二
人
で
一
緒
に
歩
き
は
じ
め
た 

  
 

 
 

 

絵
の
か
け
ら
が
集
ま
っ
て 

 
 

 
 

 

一
つ
の
絵
が
で
き
た 

 
 

 
 

 

一
つ
の
美
し
い
絵 

 
 

 
 

 

一
人
き
り
で
は
つ
く
れ
な
い 

 
 

 
 

 

み
ん
な
が
一
つ
と
な
っ
て 

 
 

 
 

 

は
じ
め
て
で
き
る
も
の 

 
 

 
 

 

に
ぎ
っ
た
手
は
こ
ん
な
に
も 

 
 

 
 

 

あ
っ
た
か
い
ん
だ 


